
4.17 CIM解決研究会第 48回勉強会のご報告 

                            平成 31年 4月 18日 

CIM解決研究会事務局 

去る紀尾井フォーラムにおいて、40名の参加者を得て第 48回の CIM解決研究会勉強会が開催されました。勉強会の

冒頭では、参事である元建設省大臣官房審議官の天本俊正様よりご挨拶を頂きました。 

 

 

 

 

 

「道路設計者のためのＢＩＭ／ＣＩＭソリューション」             (株) エムティシー 鶴木裕一様 

道路土工の 3次元設計データ「J-LandXML」の作成方法と注意点や、ソフトウェア「APCシリーズ」の活用による道路設

計に関するお話を頂きました。参加者の方からは「有効なソリューションだった。今後必要となる場面があれば検討した

い。」といった感想を頂きました。 

 

 

 

 

 

 

「最新ドローンとソフトウェアを用いた現場の見える化の取り組み」     (株) ＦＬＩＧＨＴＳ 加塩博士様   

次世代ドローン Phantom 4 rtk のこれまでの機種との違いや、現場利用に特化した現場の見える化ソフトウェア

に関するお話を頂きました。参加者の方からは「GPS 内蔵 GCP、3 次元モデリングソフトが興味ありました。」

といった感想を頂きました。 

 

   

 

 

    

 



 

「現場の 3次元化事例等」    当会 福士幹雄、齊藤学一 

福士からは、会員専用 slackの活性化についてや、地理院マップシートの活用に関するお話をさせて頂きました。齊藤

からは、自身が運営する各法人の活動に関するお話をさせて頂きました。参加者の方からは「比較検討が有意義だった。

施主との協議に活用していきたい。(機種選定)」といった感想を頂きました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

勉強会終了後の懇親会には 22名の方にご参加いただきました。沢山ご来場頂き有難うございました。 

 

 


